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三木 勉

印
刷
部
数
10
万
9
7
0
0
部

江
東
支
部
で
は
1
、
2
、
3
月

に
群
会
議
オ
ル
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
群
会
議
で
の
対
話
を
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
、
常
任
執

行
委
員
が
オ
ル
グ
と
し
て
群
会
議

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
2
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
江
東
支
部
亀
戸
分

会
の
合
同
群
会
議
で
は
、
事
業
復

活
支
援
金
の
活
用
や
春
一
番
拡
大

で
の
対
話
を
促
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
群
会
議
参
加
者
か
ら

は
確
定
申
告
、
健
康
診
断
な
ど
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
群
役
員
が
て

き
ぱ
き
と
相
談
に
の
り
、
群
役
員

か
ら
は
3
月
末
ま
で
ク
オ
カ
ー
ド

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
、
火
災
共

済
の
口
座
登
録
運
動
へ
の
協
力
が

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

群
会
議
が
進
む
な
か
で
、
昨
年

か
ら
支
部
執
行
委
員
と
な
っ
た
吉

田
美
穂
子
さ
ん
が
、
群
会
議
参
加

者
に
「
従
業
員
を
雇
っ
て
い
ま
せ

ん
か
」と
気
軽
に
声
を
か
け
ま
す
。

拡
大
の
訴
え
で
す
。
吉
田
さ
ん
の

笑
顔
で
の
訴
え
に
仲
間
も
笑
顔
で

応
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
吉
田
さ
ん
は
次
年
度
の
新

役
員
体
制
に
向
け
て
、
新
た
な
役

員
を
発
掘
す
べ
く
、「
ぜ
ひ
、
来
期

は
分
会
役
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
熱
心
に
声
を
掛
け
続
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
吉
田
さ
ん

の
熱
意
を
こ
め
た
訴
え
に
、
引
き

受
け
て
く
れ
た
仲
間
が
い
ま
す
。

17
群
の
群
長
の
佐
竹
子
太
郎
さ
ん

も
吉
田
さ
ん
の
熱
心
な
声
か
け
に

応
え
た
仲
間
の
ひ
と
り
で
す
。
今

期
、初
め
て
群
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
拡
大
行
動
に
も
毎
回

参
加
す
る
な
ど
、
大
い
に
役
割
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

亀
戸
分
会
は
群
会
議
オ
ル
グ
に

よ
る
対
話
を
通
し
て
、
組
織
の
活

性
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

【
品
川
支
部
発
】
事
件
が
発
生

し
て
丸
3
年
。
中
野
健
太
郎
さ
ん

に
対
す
る
不
当
な
取
り
調
べ
事
件

に
つ
い
て
、
組
合
と
し
て
最
後
ま

で
支
援
を
行
な
う
立
場
か
ら
、「
中

野
警
察
署
に
よ
る
不
当
な
任
意
同

行
・
取
り
調
べ
事
件
の
公
正
判
決

を
求
め
る
署
名
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

品
川
支
部
の
組
合
員
・
家
族
を

は
じ
め
、
東
京
土
建
全
支
部
・
地

元
建
設
組
合
へ
も
協
力
を
お
願
い

し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
も
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

急
な
要
請
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
京

土
建
22
支
部
（
品
川
支
部
1
7
3

1
筆
を
含
め
）
、
東
京
土
建
本
部

書
記
局
・
職
員
、
ど
け
ん
共
済
会

職
員
合
わ
せ
て
1
万
3
7
8
9

筆
、
地
元
建
設
組
合
（
※
東
京
建

設
・
南
部
建
設
・
ユ
ニ
オ
ン
城
南

支
部
）
、
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

て
送
付
し
て
く
れ
た
と
思
わ
れ
る

組
合
外
の
2
事
業
所
合
わ
せ
て
1

0
7
筆
と
、
1
月
末
時
点
で
、
総

計
1
万
3
8
9
6
筆
を
集
約
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

署
名
活
動
に
ご
協
力
を
頂
い

た
、組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
東

京
土
建
各
支
部
・
本
部
、
関
連
団

体
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
約
し
ま
し
た
署
名
は
、
2
月

1
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
へ
送
付

し
、
今
後
届
い
た
署
名
に
つ
い
て

は
、
随
時
送
付
し
て
い
き
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
、
中
野
健
太
郎
さ
ん
（
品
川
・
配
管
設
備
）

が
漏
水
現
場
の
応
急
措
置
を
し
た
直
後
、
中
野
警
察
署
で
不
当
な

取
り
調
べ
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
発
生
。
事
件
後
、
中
野
さ
ん

は
品
川
支
部
の
支
援
も
受
け
、
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ

の
判
決
が
東
京
地
裁
で
3
月
10
日
に
下
さ
れ
ま
す
。
裁
判
の
支
援

署
名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
品
川
支
部
か
ら
の
報
告
で
す
。

2
月
10
日
、
小
金
井
宮
地
楽
器

大
ホ
ー
ル
で
、
「
三
多
摩
国
民
春

闘
勝
利
総
決
起
集
会
」
が
三
多
摩

国
民
春
闘
共
闘
会
議
（
以
下
、
三

多
摩
春
闘
）
の
主
催
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
適
用
中
で
大
雪
の
心
配
も
あ
っ

た
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
会
場

の
人
数
を
制
限
し
、
リ
ア
ル
参
加

と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
の
同
時

配
信
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
の
芳
賀
次
郎
代
表

委
員
の
主
催
者
挨
拶
、
東
京
春
闘

共
闘
会
議
の
白
滝
誠
事
務
局
長
の

来
賓
挨
拶
に
続
き
、
国
民
春
闘
共

闘
の
黒
澤
幸
一
事
務
局
長
に
よ
る

「
22
春
闘
を
ど
う
闘
う
の
か
」
と

題
し
た
講
演
（
4
面
参
照
）
。

各
団
体
か
ら
の
訴
え
の
場
で

は
、
東
京
土
建
の
渡
辺
義
久
副
委

員
長
が
組
合
結
成
75
周
年
を
記
念

し
て
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
紹
介
。

上
映
後
に
「
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多

く
の
労
働
者
、
国
民
が
苦
難
の
中

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組
合
の
出
番

で
す
。
2
0
2
2
春
闘
を
み
ん
な

の
力
で
闘
い
抜
き
ま
し
ょ
う
」
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
の
戸
久
世
洋
樹
事

務
局
長
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
、
行
動
提
起
が
あ
り
、
最
後
は

三
多
摩
春
闘
の
代
表
委
員
で
も
あ

る
丸
山
篤
義
東
京
土
建
副
委
員
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

■
立
川
市
で
活

動
す
る
「
錦
法
律

を
知
る
会
」
の
憲

法
講
座
で
自
民
党

改
憲
案
に
つ
い
て

の
話
を
聞
い
た
。
戦
前
の
富
国

強
兵
策
へ
の
反
省
か
ら
、
現
憲

法
は
個
人
の
尊
厳
を
目
的
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
制
限
す
る

の
は
「
公
共
の
福
祉
」
だ
け
。

自
民
党
改
憲
案
で
は
こ
の
「
公

共
」
に
自
衛
隊
を
組
み
込
み
、

徴
兵
制
も
合
憲
、
基
地
建
設
の

た
め
の
土
地
収
用
も
合
憲
と
な

る
。
緊
急
事
態
宣
言
の
要
因
と

な
る
大
規
模
災
害
に
は
、
自
然

災
害
だ
け
で
な
く
武
力
攻
撃
も

含
む
人
的
災
害
も
想
定
さ
れ
て

い
る
。
な
ど
な
ど
、
危
険
な
内

容
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
。

■
衆
院
憲
法
審
査
会
で
は
、

自
民
党
議
員
が
自
民
党
改
憲
4

項
目
を
た
た
き
台
に
改
憲
論
議

を
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。

改
憲
派
が
7
割
を
超
え
た
審
査

会
で
、
少
数
意
見
は
尊
重
さ
れ

る
の
か
。
審
査
会
が
慣
行
を
破

っ
て
予
算
案
審
議
中
に
開
催
し

た
こ
と
を
み
て
も
、
多
数
派
に

都
合
の
よ
い
運
営
と
な
る
こ
と

を
恐
れ
る
。

■
自
民
党
は
2
0
2
2
運
動

方
針
の
原
案
で
、
都
道
府
県
連

ご
と
に
憲
法
改
正
実
現
本
部
を

設
置
し
、
5
月
の
連
休
ま
で
に

全
都
道
府
県
で
対
話
集
会
開
催

を
計
画
。
維
新
の
会
は
、
憲
法

教
育
は
護
憲
を
浸
透
さ
せ
よ
う

と
す
る
授
業
だ
と
国
会
で
攻

撃
。
改
憲
へ
の
地
な
ら
し
に
余

念
が
な
い
。
他
方
、
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
が
参
院
選
を
に
ら
ん

で
、
改
憲
を
許
さ
な
い
世
論
を

高
め
る
と
新
し
い
署
名
行
動
を

提
起
し
た
。
私
た
ち
も
運
動
と

学
習
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

ＤＶＤで賃金運動の取り組みを報告

支
援
金
や
春
一
番
拡
大
で
対
話

江東・
亀 戸

新
た
な
役
員
の
発
掘
も

群会議参加者と対話する吉田さん（中央）、右は佐竹さん

三多摩春闘

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
難

今
こ
そ
労
働
組
合
の
出
番

中野さん不当
取り調べ事件

各支部から寄せられた支援署名を前に中野さん
（左から3人目）と支部の仲間

１
万
３
８
９
６
筆
集
約

品川

公
正
な
判
決
求
め
る

公
正
な
判
決
求
め
る

建
材
企
業
の
参
加

求
め
る
請
願
署
名

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
給
付
金

法
を
大
幅
改
正
し
、
「
建
材
企
業

が
参
加
す
る
補
償
基
金
制
度
の
創

設
」
と
「
全
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
の
救
済
」
を
求
め
る
請

願
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
5

月
ま
で
の
取
り
組
み
で
す
。


